
クローゼットドアユニット施工説明書 三方枠ノンレール仕様

■施工手順

扉用部品の取り付け

寸法図
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上レールの取り付け

ご使用上の注意
　施工される人への危害を未然に防止するためと、ご使用になる人や他の人への危害や財産への損害を未然に防止するために、この説明書をよくお読み下さい。

はじめに

※荷物が到着いたしましたら、直ちにキズの有無を確認してください。　運送中に発生したキズ等がございましたら、運送業者から事故証明をとり、

　商品に添えて仕入先へお申し出ください。

　※製造上の問題があれば、施工前に仕入先へお申し出ください。 《施工後は当社では責任を負いかねます。》 HITECHWOOD

この施工説明書は「扉吊り込み時」にも使用しますので、大切に保管して下さい

枠同梱部品表（組立前に必ずご確認ください。

尚、同梱の部品には扉取り付け用部品もありますので、扉取り付けまで大切に保管してください。

縦枠と横枠の固定は下図の要領にて
固定して下さい。

固定用ビス

ログナット
※穴の向きに注意して下さい

１ ２

躯体
かい木

縦枠

ビス隠しキャップ

固定用ビス

横枠

タイコ
ツヅミに

注意

枠の組み立て 枠の取り付け

下図に従い縦枠と横枠を固定し、フレームをつくります。 固定用ビスで固定し、ビス隠しキャップをはめ込み
ます。

フレームを柱間に入れ

ます。※さげふり・水準

器を用いて、水平垂直

を出し、ねじれ等がな

いことを確認しながら、

縦枠の取り付け用穴へ

固定用ビスで固定して

ください。

３

扉のはずしかた

STEP1　STEP2　の順番で行います。

扉が確実に取付いたことを必ず確認して下さい。
確実に取付け出来ていないと、扉の落下、転倒しケガをする原因となります。

扉の吊り込み　〈扉は上からはめ込んでください〉

STEP1

STEP1

STEP2 STEP3

STEP3

の順番に行ってください。

枠用部品の取り付け

www.tigran.jp

吊車本体をはさみ込んで扉を取り付ける
○施工手順

○左右勝手の変更

○仕様　［三方枠ノンレール仕様］

下地が木軸でなく軽天仕様の場合は、必ず軽天ビスをご使用願います。

主材料

表面処理

出荷形態

扉ユニット

枠ユニット

扉本体

縦枠・横枠

上レール

加工済組立完成品・ハンドル

加工済ノックダウン

MDF・ オレフィンシート

アルミ押出成形品・アルマイト

MDF＋LVL・PB

特殊化粧シート

上部ローラー・上ストッパー・上レール

下ローラー・枠下固定金具

打ち込みパイプ・振れ止め

芯　材

表面材

縦枠と横枠の固定は下図の要領にて固定してください。

固定用ビスで固定し、ビス隠しキャップをはめ込みます。

 
枠下固定部材を枠に固定する前に左右の吊り元

勝手を決定します。前後調整ビスを外し、L型

プレートを180度回転させ再度固定してください。

※梱包開封時は右吊り元用になっています。

○枠下固定金具の取り付け
下穴を開け付属のビスにて固定してください。

取り付け位置は下図を参照してください。

ログナット
※穴の向きに注意してください

横枠

枠
縦

枠
縦

固定用ビス

躯体
かい木

縦枠

ビス隠しキャップ

タイコ
ツヅミに
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固定用ビス

フレームを柱間に入れ

ます。※さげふり・水準

器を用いて、水平垂直

を出し、ねじれ等がな

いことを確認しながら、

縦枠の取り付け用穴へ

固定用ビスで固定して

ください。

枠組み立て1 枠の取り付け2 枠用部品の取り付け3

4

下図に従い縦枠と横枠を固定し、フレームをつくります。

上レール内で凹凸を合わせた吊車本体にブラケットを合わせ、

はさみ込みます。

吊車本体と上部ストッパーの取り付け
・吊車本体の凹凸が合うようにレールの中へ挿入して
 ください。
 （レール取り付け後は入りません）

・ストッパーを固定する位置を確認して挿入して
 ください。

上部ストッパー

凸凹部

上レール

吊車本体

注意：
吊車本体の向きを間違えると走行不良が起きたり、
吊り元固定ストッパーが取り付かなくなります。

扉の吊り込み9

上レール

上枠

・レールを枠へビス固定します。

レールの取り付け 5 枠下固定金具の取り付け

 

・レール取り付け後、上部ストッパーを取り付ける場合固定ネジを緩めた後、指でビスを押さえながら

上部ストッパーの取り付け（後付けする場合）6

注意：

固定ネジを締め過ぎないでください。電気ドライバーを使用しないでください。

STEP ：1

レールに挿入する。

上レール
上レール

プラスドライバー

STEP2 ：

る。

STEP3 ：
固定ネジを締めて固定する。

上レール

指で固定ネジを押さえる。

上レール

固定ネジを締めると板ナットが下がり、レールをはさみ込みます。

板ナット

固定ネジ上部ストッパー

下ローラーを枠下固定部材に

確実に落とし込んでください。

《注意》下ローラーが枠下固定部材に確実に入っていることを確認してください 。

振れ止めの取り付け8

印位置にビスを閉めて固定します。

上レール

合わせる

吊車本体

凸凹部

はさむ 3.吊車本体をはさむ

扉吊り込み手順

2.吊車本体を合わせる

扉のはずしかた

注意
確実に取り付いていないと、扉が落下し、ケガをする
原因となります。

！
扉が確実に取り付いたことを必ず確認する。

ロックレバーを下に引き下げ、扉を居室側にななめ下に押し、吊車本体から引き離してください。

吊車本体をはさむ。 上レール

吊車本体ブラケット

の順番で行いますSTEP1 STEP2 STEP3

扉を閉じる。

STEP1 扉を抜く

①のロックレバーを下げ、

扉を室内側方向に横に

扉を引き抜く。

STEP2

①ロックレバー る
げ
下

上レール内にある吊車本体の凹凸合わせてください。

吊車本体同士を合わせる

吊り元の固定方法

戸車を上ストッパーに完全にしっかりとはめ込んでください。戸車の固定ネジを

締め付けると完全に固定することができます。

注意：

下ローラーを取り付ける時はカナヅチ等で直接打

込むと破損の原因になりますので、必ず専用の打

込みパイプを使用してください。

下ローラー下ローラー

打込みパイプ 打込みパイプ

閉じる

扉用部品の取り付け

下ローラーの取り付け

下ローラーを押し込み、打込みパイプの上から

打込みます。
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振れ止めの取り付け10 11目印位置にビスを締めて固定します。
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吊り元の固定方法
戸車を上ストッパーに完全にしっかりと

はめ込んでください。戸車の固定ネジを

振れ止め
固定用ビス
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○左右勝手の変更

枠下固定部材を枠に固定する前に左右の吊り元

勝手を決定します。前後調整ビスを外し、L型

プレートを180度回転させ再度固定してください。

※梱包開封時は右吊り元用になっています。

○枠下固定金具の取り付け

下穴を開け付属のビスにて固定してください。

取り付け位置は下図を参照してください。

上レール

上枠

・レールを枠へビス固定します。

枠下固定金具の取り付け
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・レール取り付け後、上部ストッパーを取り付ける場合固定ネジを緩めた後、指でビスを押さえながら

上部ストッパーの取り付け（後付けする場合）

注意：固定ネジを締め過ぎないでください。電気ドライバーを使用しないでください。

STEP ：1

レールに挿入する。

上レール
上レール

プラスドライバー

STEP2 ：

る。

STEP3 ：
固定ネジを締めて固定する。

上レール

指で固定ネジを押さえる。

上レール

固定ネジを締めると板ナットが下がり、レールをはさみ込みます。

板ナット

固定ネジ上部ストッパー

下ローラーを取り付ける時はカナヅチ等で直接打込むと破損の原因に

なりますので、必ず専用の打込みパイプを使用してください。

下ローラー下ローラー

打込みパイプ 打込みパイプ

閉じる

下ローラーの取り付け

下ローラーを押し込み、打込みパイプの上から打込みます。

下ローラーを枠下固定金具に
確実に落とし込んでください。

上レール内で凹凸を合わせた吊車本体に
ブラケットを合わせ、はさみ込みます。

はさむ

3.吊車本体をはさむ

扉吊り込み手順

1.吊車本体を合わせる

吊車本体をはさむ。 上レール

吊車本体ブラケット

2.

吊車本体と上部ストッパーの取り付け
・吊車本体の凹凸が合うようにレールの中へ挿入して
 ください。
 （レール取り付け後は入りません）

・ストッパーを固定する位置を確認して挿入して
 ください。

注意：
吊車本体の向きを間違えると走行不良が起きたり、
吊り元固定ストッパーが取り付かなくなります。

上部ストッパー

凸凹部

上レール

吊車本体

注意：

５

上レール内にある吊車本体の凹凸を
合わせてください。
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■施工手順

扉用部品の取り付け上部ロックピンの調整

寸法図
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扉が確実に取付いたことを必ず確認して下さい。
確実に取付け出来ていないと、扉の落下、転倒しケガをする原因となります。

７
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上レールの取り付け ピボット受けの取り付け ６ 下レールの取り付け

ご使用上の注意
　施工される人への危害を未然に防止するためと、ご使用になる人や他の人への危害や財産への損害を未然に防止するために、この説明書をよくお読み下さい。

はじめに

※荷物が到着いたしましたら、直ちにキズの有無を確認してください。　運送中に発生したキズ等がございましたら、運送業者から事故証明をとり、

　商品に添えて仕入先へお申し出ください。

　※製造上の問題があれば、施工前に仕入先へお申し出ください。 《施工後は当社では責任を負いかねます。》 ハイテクウッド株式会社

この施工説明書は「扉吊り込み時」にも使用しますので、大切に保管して下さい

枠同梱部品表（組立前に必ずご確認ください。

尚、同梱の部品には扉取り付け用部品もありますので、扉取り付けまで大切に保管してください。

縦枠と横枠の固定は下図の要領にて
固定して下さい。

固定用ビス

ログナット
※穴の向きに注意して下さい
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かい木
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固定用ビス
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注意

枠の組み立て 枠の取り付け

下図に従い縦枠と横枠を固定し、フレームをつくります。 固定用ビスで固定し、ビス隠しキャップをはめ込み
ます。

フレームを柱間に入れ

ます。※さげふり・水準

器を用いて、水平垂直

を出し、ねじれ等がな

いことを確認しながら、

縦枠の取り付け用穴へ

固定用ビスで固定して

ください。

３

扉のはずしかた

STEP1　STEP2　STEP3　 の順番で行います。

扉の吊り込み　〈扉は上からはめ込んでください〉

STEP1 STEP2 STEP3 の順番に行ってください。

5

枠用部品の取り付け

扉の調整

扉の上下調整1

扉を閉じる。

　扉を吊車本体から引き離す。

ロックレバーを下に引き下げ、扉を居室側にななめ下に押し、

吊車本体から引き離してください。

扉を抜く

①のロックレバーを下げ、

扉を室内側方向に横に

扉を引き抜く。

STEP1 STEP2

STEP3

①ロックレバー

ブラケット

ロックレバー

上レール

吊車本体

る
げ
下

「外側」シール下部の上下調整ビスをプラスドライバーで回し

て上下調整してください。

時計回りに回すと扉が上がります。

反時計回りに回すと扉が下がります。

注意：
扉の上下調整の際は必ず扉を
持ち上げながら行なってください。

プラスドライバー

上部ストッパー

上レール

プラスドライバー 上レール

吊車本体

ストッパーの位置の微調整3

扉が上下同時に固定されるように、ストッパーの位置を微調整

してください。

吊り元下部の調整2

①中央の調整ネジをゆるめる

　微調整ができます。

②左右の調整ネジをゆるめる

　微調整ができます。

注意：
固定位置が上下でずれるとストッパーの
キャッチ力が弱まります。

5mm

縦枠

治具

上部ストッパー

治具（同梱）を縦枠に
当て、ストッパーを
固定してください。

横に押す

②

①

９

○左右勝手の変更
 

枠下固定部材を枠に固定する前に左右の吊り元

勝手を決定します。前後調整ビスを外し、L型

プレートを180度回転させ再度固定してください。

※梱包開封時は右吊り元用になっています。

○枠下固定金具の取り付け
下穴を開け付属のビスにて固定してください。

取り付け位置は下図を参照してください。

4

上レール

上枠

・レールを枠へビス固定します。

レールの取り付け 5 枠下固定金具の取り付け
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枠下固定部材の固定位置
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収納側 室内側

収納側

左吊り元用 L型
プレート

右吊り元用
前後調整
ビス

 

・レール取り付け後、上部ストッパーを取り付ける場合固定ネジを緩めた後、指でビスを押さえながら

上部ストッパーの取り付け（後付けする場合）6

注意：

固定ネジを締め過ぎないでください。電気ドライバーを使用しないでください。

STEP ：1

レールに挿入する。

上レール
上レール

プラスドライバー

STEP2 ：

る。

STEP3 ：
固定ネジを締めて固定する。

上レール

指で固定ネジを押さえる。

上レール

固定ネジを締めると板ナットが下がり、レールをはさみ込みます。

板ナット

固定ネジ上部ストッパー

下ローラーを取り付ける時はカナヅチ等で直接打込むと破損の原因に

なりますので、必ず専用の打込みパイプを使用してください。

下ローラー下ローラー

打込みパイプ 打込みパイプ

閉じる

扉用部品の取り付け
下ローラーの取り付け

下ローラーを押し込み、打込みパイプの上から打込みます。

上レール

合わせる

吊車本体

凸凹部

上レール内にある吊車本体の凹凸合わせてください。

下ローラーを枠下固定部材に

確実に落とし込んでください。

《注意》下ローラーが枠下固定部材に確実に入っていることを確認してください。

吊車本体同士を合わせる

上レール内で凹凸を合わせた吊車本体にブラケットを合わせ、

はさみ込みます。

はさむ 3.吊車本体をはさむ

扉吊り込み手順

2.吊車本体を合わせる

注意
確実に取り付いていないと、扉が落下し、ケガをする
原因となります。

！
扉が確実に取り付いたことを必ず確認する。

吊車本体をはさむ。 上レール

吊車本体ブラケット

1.

む
込
し
と
落

吊車本体と上部ストッパーの取り付け
・吊車本体の凹凸が合うようにレールの中へ挿入して
 ください。
 （レール取り付け後は入りません）

・ストッパーを固定する位置を確認して挿入して
 ください。

注意：
吊車本体の向きを間違えると走行不良が起きたり、
吊り元固定ストッパーが取り付かなくなります。

上部ストッパー

凸凹部

上レール

吊車本体

扉の上下調整1

「外側」シール下部の上下調整ビスをプラスドライバーで回し

て上下調整してください。

時計回りに回すと扉が上がります。

反時計回りに回すと扉が下がります。

注意：
扉の上下調整の際は必ず扉を
持ち上げながら行なってください。

プラスドライバー 上レール

吊車本体

プラスドライバー

上部ストッパー

上レール

ストッパーの位置の微調整3

扉の開閉がスムーズに行われるよう、
ストッパーの位置を微調整してください。

注意：
固定位置が上下でずれると動作不良の原因となります。

5mm

縦枠

治具

上部ストッパー

治具（同梱）を縦枠に
当て、ストッパーを
固定してください。

上レール

合わせる

吊車本体

凸凹部

む
込
し
と
落

吊り元下部の調整2

①中央の調整ネジをゆるめる

　微調整ができます。

②左右の調整ネジをゆるめる

　微調整ができます。

②

②

②

①
①
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